
一
、
序
～
金
陵
を
詠
じ
る
七
言
長
篇
詩

盛
唐
の
詩
人
・
崔
顥
（
七
〇
四
？
～
七
五
四
）
の
「
江
畔
老
人
愁
」（『
全
唐
詩
』

卷
一
三
○
、『
文
苑
英
華
』
巻
三
四
九
「
謌
行
・
雑
歌
中
」）
は
こ
れ
ま
で
さ
ほ
ど

注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
作
品
で
あ
る
が
、
①
『
詩
経
』
以
来
の
中
国
古
典
詩
の

伝
統
で
あ
る
厭
戦
詩
・
反
戦
詩
の
系
譜
に
属
す
る
作
品
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と

の
で
き
る
作
品
で
あ
る
こ
と
、
②
現
存
作
品
数
も
少
な
く
（
四
二
首
）、
そ
の
生

涯
に
つ
い
て
も
多
く
謎
に
包
ま
れ
て
い
る
と
は
言
え
、
唐
代
よ
り『
河
岳
英
霊
集
』

『
国
秀
集
』『
又
幻
集
』『
才
調
集
』『
捜
玉
小
集
』
等
の
同
時
代
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー

に
そ
の
名
が
見
え
、
代
表
作
「
黄
鶴
楼
」
を
は
じ
め
と
し
て
当
時
か
ら
高
く
評
価

さ
れ
て
い
た
詩
人
の
作
品
で
あ
る
こ
と
、
③
初
唐
の
中
期
か
ら
盛
唐
初
期
に
わ

た
っ
て
大
流
行
す
る
七
言
長
篇
詩
（
多
く
は
歌
行
体
）
の
系
譜
に
属
す
る
作
品
で

あ
る
こ
と
、
④
さ
ら
に
は
、
そ
の
七
言
長
篇
詩
の
中
で
も
、
都
市
を
舞
台
と
す
る

作
品
群
、
た
と
え
ば
盧
照
鄰
「
長
安
古
意
」
・
駱
賓
王
「
帝
京
篇
」
・
劉
希
夷
「
代

悲
白
頭
翁
」
な
ど
と
同
じ
系
統
の
作
品
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
と
い
っ
た
理
由
か
ら

も
、
こ
の
作
品
の
文
学
史
上
に
お
け
る
存
在
意
義
は
極
め
て
大
き
い
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
意
義
も
踏
ま
え
つ
つ
、
新
た
に
「
唐
代
金
陵
詩
史
」
の

系
譜
と
い
う
観
点
か
ら
こ
の
作
品
の
意
義
を
捉
え
直
し
て
み
た
い
と
思
う
。
後
述

す
る
よ
う
に
こ
の
作
品
は
、
六
朝
の
滅
亡
、
あ
る
い
は
首
都
金
陵
の
崩
壊
を
、
名

も
無
き
一
庶
民
の
視
点
か
ら
描
い
た
叙
事
詩
的
作
品
と
し
て
は
、
嚆
矢
と
な
る
も

の
な
の
で
あ
る
。

ま
ず
は
、
本
作
品
を
詳
細
に
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
底
本
は『
全
唐
詩
』（
卷

崔
顥
「
江
畔
老
人
愁
」
を
読
む

―
七
言
長
篇
に
よ
る
金
陵
詩
―

C
u
i
H
a
o
’s

P
o
etry

“
J
ia
n
g
p
a
n

L
a
o
ren

C
h
o
u
”:

C
o
n
cern

in
g

J
in
L
in
g

Ｗ
ritten

w
ith

L
o
n
g

S
ev
en

-W
o
rd

P
o
etry

寺

尾

剛

T
E
R
A
O

T
a
k
esh

i

キ
ー
ワ
ー
ド：

中
国
古
典
詩
、
唐
詩
、
七
言
詩
、
金
陵
、
崔
顥
、
詩
跡

さ
い
こ
う
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知
淑
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一
三
○
）
と
し
、
随
時
、『
文
苑
英
華
』
巻
三
四
九
「
謌
行
・
雑
歌
中
」
を
参
照

し
、
異
同
に
つ
い
て
は
【
語
釈
】
で
指
摘
し
た
。
参
考
文
献
と
し
て
は
、
主
と
し

て
譚
優
学
著
『
唐
詩
人
行
年
考
』（
四
川
人
民
出
版
社
、
一
九
八
一
年
）
所
収
「
崔

顥
年
表
」、
万
鏡
君
注『
崔
顥
崔
国
輔
注
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
二
年
）、

袁
閭
�
主
編
『
全
唐
詩
広
選
新
注
集
評
』（
遼
寧
人
民
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）
第

二
巻
「
崔
顥
」（
高
夢
林
執
筆
担
当
）、
林
徳
保
・
李
俊
主
編
『
詳
注
全
唐
詩
・
上

冊
』（
大
連
出
版
社
、一
九
九
七
年
）巻
一
三
〇「
崔
顥
」（
執
筆
担
当
者
は
不
明
）、

季
伏
昆
主
編
『
金
陵
文
詩
鑑
賞
』（
霍
煥
民
執
筆
担
当
、
南
京
出
版
社
、
一
九
九

八
年
）
を
参
照
し
た
。

二
、
本
文
及
び
語
釈
・
通
釈

江
畔
老
人
愁

（『
全
唐
詩
』
卷
一
三
○
）

江
畔
老
人
の
愁
ひ

江
南
年
少
十
八
九

江
南
の
年
少

十
八
九

乗
舟
欲
渡
青
溪
口

舟
に
乗
り
渡
ら
ん
と
欲
す

青
溪
口

青
溪
口
辺
一
老
翁

青
溪
口
辺

一
老
翁

鬢
眉
皓
白
已
衰
朽

鬢
眉
皓
白
に
し
て
已
に
衰
朽
す

よ
よ

自
言
家
代
仕
梁
陳

自
ら
言
ふ

家
は
代

梁
陳
に
仕
へ

垂
朱
�
紫
三
十
人

垂
朱

�
紫

三
十
人

し
や
う

し
や
う

両
朝
出
将
復
入
相

両
朝

将
に
出
で
復
た
相
に
入
り

五
世
畳
鼓
乗
朱
輪

五
世

畳
鼓

朱
輪
に
乗
る

父
兄
三
葉
皆
尚
主

父
兄
は
三
葉

皆
な
尚
主

子
女
四
代
為
妃
嬪

子
女
は
四
代

妃
嬪
と
為
る

南
山
賜
田
接
御
苑

南
山
の
賜
田

御
苑
に
接
し

北
宮
甲
第
連
紫
宸

北
宮
の
甲
第

紫
宸
に
連
な
る

直
言
栄
華
未
休
歇

直
ち
に
言
ふ

栄
華
は
未
だ
休
歇
せ
ざ
る
と

不
覚
山
崩
海
将
竭

覚
え
ず

山
崩
れ
海
将
に
竭
き
ん
と
す

兵
戈
乱
入
建
康
城

兵
戈
乱
入
す

建
康
の
城

び

あ

う

け
つ

煙
火
連
焼
未
央
闕

煙
火
連
焼
す

未
央
の
闕

衣
冠
士
子
陥
鋒
刃

衣
冠
の
士
子

鋒
刃
に
陥
ち
い
り

良
将
名
臣
尽
埋
没

良
将

名
臣

尽
く
埋
没
す

山
川
改
易
失
市
朝

山
川
改
易
し

市
朝
失
し

衢
路
縦
横
填
白
骨

衢
路

縦
横
に
白
骨
を
填
む

老
人
此
時
尚
少
年

老
人

此
の
時

尚
ほ
少
年

脱
身
走
得
投
海
辺

身
を
脱
し
走
り
得
て
海
辺
に
投
ず

や

罷
兵
歳
余
未
敢
出

兵
を
罷
む
も
歳
余
に
し
て
未
だ
敢
へ
て
出
で
ず

ま
さ

か
へ

去
郷
三
載
方
来
旋

郷
を
去
る
こ
と
三
載
に
し
て
方
に
来
り
旋
る

蓬
蒿
忘
却
五
城
宅

蓬
蒿

忘
却
す

五
城
の
宅

草
木
不
識
青
谿
田

草
木

識
ら
ず

青
谿
の
田

た

し
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い

へ

雖
然
得
帰
到
郷
土

帰
り
得
て
郷
土
に
到
る
と
雖
然
ど
も

零
丁
貧
賤
長
辛
苦

零
丁
た
る
貧
賤

長
く
辛
苦
す

采
樵
屡
入
歴
陽
山

樵
を
采
り
て
は
屡
し
ば
歴
陽
山
に
入
り

よ
ぎ

刈
稲
常
過
新
林
浦

稲
を
刈
り
て
は
常
に
新
林
浦
に
過
る

少
年
欲
知
老
人
歳

少
年
知
ら
ん
と
欲
す

老
人
の
歳

豈
知
今
年
一
百
五

豈
に
知
ら
ん

今
年
一
百
五
な
る
を

君
今
少
壮
我
已
衰

君

今

少
壮

我
は
已
に
衰
ふ

み

我
昔
少
年
君
不
睹

我

昔

少
年

君
は
睹
ず

お
の

人
生
貴
賤
各
有
時

人
生
の
貴
賤
は
各
お
の
時
有
り

る
い
ら
う

莫
見
羸
老
相
軽
欺

羸
老
を
見
て
相
ひ
軽
欺
す
る
莫
か
れ

感
君
相
問
為
君
説

君
の
相
ひ
問
ふ
に
感
じ

君
が
為
に
説
け
り

説
罷
不
覚
令
人
悲

説
き
罷
れ
ば

覚
え
ず

人
を
し
て
悲
し
ま
し
む

【
語
釈
】

○
年
少
ー
『
文
苑
英
華
』
は
「
少
年
」
に
作
る
。
○
青
溪
口
ー
「
青
溪
」
は
一

名
、
清
渓
。
鍾
山
を
源
流
と
し
、
曲
が
り
く
ね
り
な
が
ら
流
れ
（「
九
曲
青
渓
」
と

も
称
さ
れ
る
）、
建
康
宮
の
東
側
で
宮
城
に
平
行
し
て
南
下
し
つ
つ
、
建
康
宮
東

し
ん
わ
い

が

南
に
お
い
て
秦
淮
河
に
合
流
す
る
。

六
朝
時
代
の
金
陵
に
お
い
て
は
、

潮
溝
・

運
瀆
・
秦
淮
河
と
並
ん
で
最
も
重
要
な
水
道
の
一
つ
で
あ
っ
た
。『
建
康
実
録
』巻

二
に
詳
細
な
説
明
が
あ
る
が
、
盧
海
鳴
『
六
朝
都
城
』（
南
京
出
版
社
、
二
〇
〇

二
年
）
第
六
章
「
建
康
的
市
政
建
設
」
第
二
節
「
水
道
」
の
説
明
が
わ
か
り
や
す

い
。秦
淮
河
と
合
流
す
る
あ
た
り
は
、六
朝
貴
族
ら
が
住
ん
だ
烏
衣
巷
に
も
近
く
、

ま
た
庶
民
た
ち
の
雑
居
す
る
賑
や
か
な
地
域
で
も
あ
っ
た
。
楽
府
「
長
干
行
」
で

著
名
な
長
干
地
区
も
こ
の
合
流
点
か
ら
二
、
三
キ
ロ
下
っ
た
あ
た
り
に
あ
る
。
ち

な
み
に
崔
顥
に
も
「
長
干
曲
四
首
」（『
全
唐
詩
』
巻
一
三
〇
）
が
あ
る
の
で
、
こ

こ
に
掲
載
し
て
お
く
。
一
種
の
組
曲
で
、
恋
す
る
女
（
妓
女
か
？
）
と
つ
れ
な
い

男
の
掛
け
合
い
が
交
互
に
う
た
わ
れ
て
い
て
素
朴
な
味
わ
い
が
あ
る
。

其
一

君
家
何
処
住

君
が
家
は
何
れ
の
処
に
か
住
む

妾
住
在
橫
塘

妾
は
住
み
て
橫
塘
（
長
干
の
近
く
）
に
在
り

停
船
暫
借
問

船
を
停
め
て
暫
く
借
問
す

或
恐
是
同
郷

或
ひ
は
恐
ら
く
は
是
れ
同
郷
な
ら
ん

其
二

家
臨
九
江
水

家
は
臨
む
九
江
の
水

来
去
九
江
側

来
去
す
九
江
の
側

同
是
長
干
人

同
じ
く
是
れ
長
干
の
人
な
る
に

自
小
不
相
識

小
よ
り
相
ひ
識
ら
ず

其
三

下
渚
多
風
浪

渚
を
下
れ
ば
風
浪
多
し

蓮
舟
漸
覚
稀

蓮
舟
漸
く
稀
な
る
を
覚
ゆ

那
能
不
相
待

那
ん
ぞ
能
く
相
ひ
待
た
ず
し
て

独
自
逆
潮
帰

独
り
自
ら
潮
に
逆
ひ
て
帰
る

其
四

う
ん
と
く
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三
江
潮
水
急

三
江

潮
水
急
に
し
て

五
湖
風
浪
湧

五
湖

風
浪
湧
く

由
来
花
性
軽

由
来

花
性
は
軽
し

莫
畏
蓮
舟
重

畏
る
る
莫
か
れ
蓮
舟
の
重
き
を

な
お
『
全
唐
詩
』
で
は
「
青
渓
口
」
の
語
の
下
に
「
一
作
『
忽
逢
江
』。」
と
注
す

る
。『
文
苑
英
華
』
は
第
二
句
目
、
第
三
句
目
と
も
に
「
溪
」
を
「
谿
」
に
作
る
。

○
垂
朱
�
紫
ー
「
�
」
は
引
っ
ぱ
る
こ
と
。
唐
代
官
服
の
制
度
で
紫
色
は
三
品
以

上
、
朱
色
は
五
品
以
上
と
な
る
。
高
位
高
官
を
表
す
。
○
畳
鼓
ー
こ
こ
で
は
太
鼓

を
叩
き
な
が
ら
貴
人
を
警
護
し
て
練
り
歩
く
儀
仗
隊
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
謝
朓

「
鼓
吹
曲
」（『
文
選
』
巻
二
八
）
に
「
凝
笳
翼
高
蓋
、
畳�

鼓�

送
華
�
」
と
あ
り
、

李
善
注
は
「
小
擊
鼓
謂
之
畳
。」
と
す
る
。
○
朱
輪
ー
高
貴
な
身
分
の
者
が
乗
る

朱
漆
の
車
。『
漢
書
』
巻
六
六
「
楊
惲
伝
」
に
「
惲
家
方
隆
盛
時
、
乗
朱�

輪�

者
十

人
、
位
在
列
卿
、
爵
為
通
侯
。」
と
あ
る
。
○
尚
主
ー
皇
帝
の
娘
（
公
主
）
を
娶

る
こ
と
。
つ
ま
り
�
馬
と
な
る
こ
と
。
○
妃
嬪
ー
皇
帝
に
付
き
添
う
女
性
で
皇
后

に
次
ぐ
位
が
「
妃
」、「
妃
」
に
次
ぐ
の
が
「
嬪
」
で
あ
る
。
以
下
、「
滕
」、「
嬙
」

と
続
く
。
杜
牧
「
阿
房
宮
賦
」（『
樊
川
文
集
』
卷
一
）
に
「
妃
嬪
�
嬙
、
王
子
皇

孫
、
辞
楼
下
殿
、
輦
来
于
秦
。」
と
あ
る
。
○
紫
宸
ー
紫
宸
殿
は
唐
代
、
大
明
宮

（
唐
・
高
宗
朝
以
後
の
実
質
的
朝
廷
）
内
に
建
設
さ
れ
た
皇
帝
と
群
臣
ら
が
重
大

な
儀
式
・
政
務
等
を
行
う
た
め
の
建
築
物
。
六
朝
の
宮
城
に
は
存
在
し
な
い
名
称

で
あ
る
の
で
（
六
朝
で
は
「
大
極
殿
」
に
相
当
）、
こ
こ
で
は
喩
え
と
し
て
用
い

て
い
る
。
○
建
康
城
ー
建
康
は
も
と
建
�
、
西
晋
愍
帝
・
司
馬
�
の
諱
を
避
け
て

建
康
と
し
た
。
三
国
の
呉
（
こ
の
時
の
名
称
は
建
業
）
・
東
晋
・
宋
・
斉
・
梁
・

陳
の
都
。
都
城
は
呉
の
太
初
宮
を
も
と
に
東
晋
の
成
帝
が
咸
和
二
年
（
三
三
〇
）

に
新
宮
を
造
営
し
て
「
建
康
宮
」
と
名
付
け
て
以
降
、
増
築
改
築
等
を
繰
り
返
し

て
発
展
し
た
。
隋
の
征
服
（
五
八
九
年
）
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
。
○
未
央
闕
ー

「
未
央
」
は
漢
の
未
央
宮
の
こ
と
。
前
漢
高
祖
が
建
て
た
長
安
城
の
中
枢
と
な
る

部
分
。「
闕
」
は
本
来
城
門
の
意
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
宮
闕
」
の
語
も
あ
る

よ
う
に
宮
城
全
体
を
指
す
。
こ
の
句
は
、
も
ち
ろ
ん
未
央
宮
を
も
っ
て
建
康
宮
城

に
喩
え
て
い
る
。
○
衣
冠
ー
こ
こ
で
は
高
貴
な
身
分
に
あ
る
人
々
を
指
す
。
著
名

な
例
と
し
て
は
李
白
「
登
金
陵
鳳
凰
台
」
の
「
呉
宮
花
草
埋
幽
径
、
晋
代
衣�

冠�

成

古
丘
」
が
あ
る
。
○
市
朝
ー
市
場
や
朝
廷
。
人
の
多
く
集
ま
り
賑
わ
い
を
見
せ
る

と
こ
ろ
。
杜
甫
「
晩
行
口
号
」（『
全
唐
詩
』
巻
二
一
一
、『
杜
詩
詳
注
』
巻
五
）
に

「
市�

朝�

今
日
異
、
喪
乱
幾
時
休
」
と
あ
る
。
○
衢
路
ー
四
通
八
達
の
大
通
り
の
こ

と
（
万
鏡
君
注
『
崔
顥
崔
国
輔
注
』
な
ど
）。
李
涉
「
寄
河
陽
従
事
楊
潜
」（『
全

唐
詩
』
巻
四
七
七
）
に
「
紅
車
翠
蓋
満
衢�

路�

、
洛
中
歓
笑
争
逢
迎
」
と
あ
る
。
○

五
城
宅
ー
『
史
記
』
卷
二
八
「
封
禅
書
」
に
「
方
士
有
言
、
黄
帝
時
為
五�

城�

十
二

楼
、
以
候
神
人
於
執
期
、
命
曰
迎
年
。」
と
あ
る
よ
う
に
神
人
・
仙
人
が
住
む
に

ふ
さ
わ
し
い
豪
邸
の
こ
と
。
儲
光
羲
「
述
華
清
宮
五
首
、
其
三
」（『
全
唐
詩
』
巻

一
三
六
）
に
「
昔
在
軒
轅
朝
、
五�

城�

十
二
楼
。
今
我
神
泉
宮
、
独
在
驪
山
陬
」
と

華
清
宮
の
豪
奢
な
建
築
群
を
「
五
城
」
に
喩
え
て
い
る
。
な
お
『
金
陵
文
詩
鑑
賞
』

（
霍
煥
民
執
筆
担
当
）
は
「
金
陵
五
城
」
の
意
、
つ
ま
り
金
陵
に
お
い
て
春
秋
時

代
以
後
造
営
さ
れ
て
き
た
「
越
城
」「
冶
城
」「
石
頭
城
」「
台
城
」「
東
府
城
」
の

五
つ
を
指
す
と
す
る
。
○
青
谿
ー
「
青
溪
」
に
同
じ
。
○
雖
然
ー
こ
こ
で
は
口
語

的
表
現
。
二
字
で
「
～
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
」
の
意
。
○
零
丁
ー
孤
独
で
頼
る
も
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の
の
な
い
さ
ま
。
高
適
「
薊
門
行
五
首
、
其
一
」（『
全
唐
詩
』
巻
二
一
一
）
に
「
薊

門
逢
古
老
、
独
立
思
氛
氳
。
一
身
既
零�

丁�

、
頭
鬢
白
紛
紛
」と
あ
る
。
○
歴
陽
山
ー

唐
代
の
和
州
〔
歴
陽
郡
〕（
現
在
の
安
徽
省
和
県
）
に
あ
る
山
。
歴
陽
は
長
江
を

挟
ん
で
金
陵
の
北
岸
の
や
や
南
に
下
っ
た
所
に
あ
り
、
ち
ょ
う
ど
李
白
捉
月
伝
説

で
有
名
な
馬
鞍
山
市
采
石
磯
の
対
岸
に
位
置
す
る
。
歴
陽
に
つ
い
て
は
李
白
詩
に

も
た
び
た
び
登
場
す
る
。
ま
た
歴
陽
山
に
つ
い
て
は
『
方
輿
勝
覧
』
巻
四
九
「
和

州
・
山
川
」
に
「
歴
陽
山
、
在
歴
陽
県
西
北
四
十
里
。」
と
あ
り
、
盧
綸
「
送
申

屠
正
字
往
湖
南
迎
親
兼
謁
趙
和
州
因
呈
上
侍
郎
使
君
并
戯
簡
前
歴
陽
李
明
府
」

（『
全
唐
詩
』
巻
二
七
六
）
に
「
暁
月
�
朦
映
水
関
、
水
辺
因
到
歴�

陽�

山�

」
と
あ
る
。

○
新
林
浦
ー
『
景
定
建
康
志
』
巻
一
九
に
「
在
城
西
南
二
十
里
。」
と
あ
る
。
六

朝
以
来
、
著
名
な
金
陵
西
南
郊
外
の
船
着
場
。
斉
の
謝
朓
に
「
之
宣
城
郡
出
新�

林�

浦�

向
板
橋
」（『
文
選
』
巻
二
七
）
と
す
る
詩
題
が
あ
り
、
ま
た
李
白
に
も
「
新�

林�

浦�

阻
風
寄
友
人
」
に
「
明
発
新�

林�

浦�

、
空
吟
謝
眺
詩
」、「
送
友
人
遊
梅
湖
」
に
「
暫

行
新�

林�

浦�

、
定
酔
金
陵
月
」
と
あ
る
。
○
羸
老
ー
「
羸
」
は
痩
せ
て
い
て
弱
々
し

い
こ
と
。
疲
労
困
憊
し
て
い
る
こ
と
。
孟
浩
然「
書
懐
貽
京
邑
同
好
」（『
全
唐
詩
』

巻
一
五
九
）
に
「
慈
親
向
羸�

老�

、
喜
懼
在
深
衷
」
と
あ
る
。

【
通
釈
】
川
べ
り
の
老
人
の
悲
し
み

江
南
の
一
八
、
九
歳
の
少
年
が
舟
に
乗
っ
て
青
溪
口
を
渡
ろ
う
と
し
た
と
き
、

青
溪
口
の
付
近
に
一
人
の
老
人
が
い
た
。
髪
の
毛
も
眉
も
真
っ
白
で
、
す
で
に
老

い
さ
ら
ば
え
て
い
た
。

老
人
は
自
ら
語
っ
た
。「
私
の
家
は
代
々
、
梁
と
陳
と
に
お
仕
え
し
て
き
ま
し

た
。
赤
や
紫
の
官
服
を
許
さ
れ
た
三
位
以
上
、
五
位
以
上
の
高
位
高
官
は
三
十
人

も
お
り
ま
し
た
。
両
朝
を
通
じ
て
将
軍
と
し
て
外
征
し
た
り
、
あ
る
い
は
宰
相
と

し
て
朝
廷
の
内
に
入
っ
た
り
し
て
、
五
世
に
わ
た
っ
て
畳
鼓
を
叩
く
儀
仗
隊
を
引

き
連
れ
て
高
貴
な
赤
い
車
に
乗
っ
て
お
り
ま
し
た
。
父
兄
は
三
世
代
に
わ
た
っ
て

み
な
皇
帝
陛
下
の
公
主
様
を
娶
り
、
女
子
は
四
代
に
わ
た
っ
て
妃
嬪
と
し
て
後
宮

に
入
っ
て
お
り
ま
し
た
。
南
の
山
の
賜
田
は
御
苑
に
接
し
て
お
り
、
北
の
宮
の
邸

宅
は
紫
宸
殿
に
連
な
る
場
所
に
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
栄
華
は
終
わ
る
こ
と
な
く
永
遠
に
続
く
の
だ
と
確
信
し
て
申
し
て

い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
思
い
も
よ
ら
ず
、
山
崩
れ
海
も
涸
れ
る
と
い
う
よ
う
な

信
じ
難
い
こ
と
（
陳
の
滅
亡
）
が
起
こ
っ
た
の
で
す
。（
隋
の
）
軍
隊
が
建
康
城

に
乱
入
し
、
煙
や
火
が
続
け
ざ
ま
に
未
央
の
宮
闕
ま
で
も
焼
い
て
し
ま
い
ま
し

た
。
華
や
か
な
衣
冠
を
身
に
着
け
た
高
貴
な
方
々
も
鋭
い
刃
の
も
と
に
斬
り
伏
せ

ら
れ
、
良
将
や
名
臣
ら
も
こ
と
ご
と
く
殺
さ
れ
埋
没
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
天
下

は
山
や
川
ま
で
も
が
変
化
し
て
、
人
の
多
く
集
ま
る
市
場
や
朝
廷
の
よ
う
な
と
こ

ろ
も
失
わ
れ
賑
わ
い
も
な
く
な
り
ま
し
た
。
大
通
り
の
道
々
に
は
縦
横
に
白
骨
が

敷
き
詰
め
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。

今
は
老
人
と
な
っ
た
私
も
こ
の
時
は
ま
だ
少
年
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
走
り
逃

げ
て
、
海
の
ほ
と
り
に
身
を
寄
せ
ま
し
た
。
戦
争
が
終
わ
っ
て
一
年
あ
ま
り
が
過

ぎ
て
も
外
に
出
て
行
こ
う
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
故
郷
を
去
る
こ
と
三
年

目
に
よ
う
や
く
戻
っ
て
参
り
ま
し
た
。
仙
人
の
住
む
「
五
城
の
宅
」
に
も
喩
え
ら

れ
た
我
が
家
に
は
雑
草
が
生
い
茂
り
、
忘
れ
去
ら
れ
た
よ
う
な
有
り
様
で
、（
荘

園
で
あ
っ
た
）青
溪
の
田
畑
も
草
木
が
茂
り
、ど
こ
が
ど
こ
や
ら
わ
か
ら
な
く
な
っ
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て
お
り
ま
し
た
。

せ
っ
か
く
再
び
故
郷
に
帰
っ
て
来
ら
れ
た
と
は
言
っ
て
も
、
頼
る
人
と
て
な
い

孤
独
な
貧
賤
の
身
に
は
長
い
辛
苦
の
生
活
し
か
な
く
、
木
を
採
る
た
め
に
し
ば
し

ば
（
長
江
を
挟
ん
で
北
岸
に
あ
る
）
歴
陽
山
に
ま
で
足
を
運
ん
だ
り
、
は
た
ま
た

稲
を
刈
る
の
を
手
伝
い
に
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
（
金
陵
西
南
の
郊
外
に
あ
る
）
新
林
浦

に
赴
い
た
り
い
た
し
ま
し
た
。」（
老
人
の
言
、
こ
こ
で
一
端
中
断
）
少
年
は
こ
の

老
人
の
年
齢
を
知
ろ
う
と
思
っ
た
が
、
ま
さ
か
今
年
で
百
五
歳
で
あ
っ
た
と
は
知

る
よ
し
も
な
か
っ
た
。（
最
後
に
老
人
は
語
っ
た
。）「
あ
な
た
は
今
若
々
し
く
私

は
も
う
衰
え
ま
し
た
。
昔
の
少
年
時
代
の
私
の
こ
と
を
今
の
あ
な
た
は
見
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

人
生
の
貴
賤
の
移
り
変
わ
り
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
時
機
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま

す
。
あ
な
た
に
は
こ
の
よ
ぼ
よ
ぼ
の
老
人
を
軽
ん
じ
侮
ら
な
い
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
あ
な
た
に
声
を
掛
け
ら
れ
た
の
で
、
そ
れ
に
感
じ
て
あ
な
た
に
お
話
い

た
し
ま
し
た
が
、
話
し
終
わ
っ
て
み
る
と
、
不
覚
に
も
悲
し
い
気
持
ち
に
さ
せ
ら

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。」

三
、
本
詩
の
構
成
・
内
容
お
よ
び
意
義

こ
の
作
品
は
換
韻
箇
所
に
よ
っ
て
六
段
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
内
容
的
に

は
形
式
段
落
と
微
妙
に
齟
齬
が
生
じ
て
い
る
が
、
と
り
あ
え
ず
換
韻
箇
所
に
応
じ

て
区
切
っ
て
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
第
一
段
四
句
。
押
韻
箇
所
は
「
九
」「
口
」「
朽
」。
ま
ず
冒
頭
で
聞
き
役

の
少
年
と
語
り
手
の
老
人
を
登
場
さ
せ
る
。
二
人
が
出
会
う
場
所
が
青
溪
の
渡
し

場
で
あ
る
と
い
う
の
が
興
味
深
い
。
こ
の
界
隈
が
【
語
釈
】
で
示
し
た
よ
う
に
、

か
つ
て
は
六
朝
時
代
の
繁
栄
を
象
徴
し
た
地
区
で
あ
る
こ
と
を
崔
顥
が
熟
知
し
て

い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
こ
の
近
く
の
秦
淮
河
に
あ
る
「
桃
葉

渡
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
つ
ま
り
東
晋
時
代
の
風
流
人
王
献
之
が
愛
妾
の
桃
葉
を
河

辺
の
渡
し
場
で
迎
え
て
「
桃
葉
復
桃
葉
…
」
と
「
桃
葉
歌
三
首
」
を
う
た
っ
た
と

い
う
著
名
な
故
事
を
連
想
し
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

続
く
第
二
段
八
句
。
押
韻
箇
所
は
「
陳
」「
人
」「
輪
」「
嬪
」「
宸
」。
老
人
は

一
族
が
か
つ
て
六
朝
貴
族
の
一
員
と
し
て
繁
栄
し
、
贅
を
尽
く
し
た
と
い
う
過
去

を
誇
ら
し
げ
に
述
べ
る
。「
南
山
賜
田
接
御
苑
」
の
御
苑
と
は
、
い
ず
れ
の
地
を

指
す
か
不
明
だ
が
、宮
城
に
最
も
近
い
と
こ
ろ
だ
と
、玄
武
湖
と
宮
城
の
間
に
あ
っ

た
華
林
苑
な
ど
が
想
起
さ
れ
る
。「
北
宮
甲
第
連
紫
宸
」
の
「
北
宮
」
と
い
う
言

い
方
も
、
六
朝
の
宮
城
が
金
陵
と
い
う
都
市
全
体
か
ら
見
れ
ば
北
側
に
あ
っ
た
と

言
う
こ
と
を
地
理
的
に
熟
知
し
て
い
な
け
れ
ば
出
て
こ
な
い
表
現
で
あ
る
。

第
三
段
は
八
句
。
押
韻
箇
所
は
「
歇
」「
竭
」「
闕
」「
没
」「
骨
」。
い
よ
い
よ

隋
の
侵
入
に
よ
る
兵
乱
と
六
朝
の
滅
亡
を
痛
ま
し
い
表
現
を
重
ね
つ
つ
述
べ
て
い

く
。
六
朝
滅
亡
時
の
首
都
金
陵
の
悲
惨
さ
を
こ
れ
ほ
ど
リ
ア
ル
に
表
現
し
た
詩

は
、
現
存
作
品
を
見
る
限
り
こ
の
詩
以
前
に
は
存
在
し
な
い
。
大
量
に
金
陵
関
係

詩
文
を
残
し
た
李
白
に
あ
っ
て
さ
え
、
こ
の
よ
う
な
作
品
は
存
在
し
な
い
。
あ
え

て
言
え
ば
北
周
の
庾
信
が
侯
景
の
乱
に
よ
っ
て
梁
王
朝
及
び
そ
の
都
城
が
崩
壊
し

て
い
く
過
程
を
痛
ま
し
く
描
い
た
「
哀
江
南
賦
」
以
来
の
作
と
考
え
る
こ
と
も
で

き
よ
う
。
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続
く
第
四
段
は
六
句
。
押
韻
箇
所
は
「
年
」「
辺
」「
旋
」「
田
」。
こ
の
部
分
か

ら
は
、
老
人
個
人
の
体
験
談
に
移
っ
て
い
く
。
こ
の
段
で
は
都
城
脱
出
の
経
緯
と

三
年
後
の
帰
還
が
語
ら
れ
る
。
戦
闘
終
了
後
一
年
余
り
し
て
も
外
出
に
怯
え
、
三

年
後
に
な
っ
て
よ
う
や
く
帰
還
す
る
気
に
な
っ
た
と
い
う
記
述
は
戦
争
体
験
者
で

な
け
れ
ば
語
り
得
な
い
よ
う
な
現
実
感
が
あ
る
。
脱
出
先
が
「
海
辺
」
と
い
う
の

も
金
陵
が
江
南
デ
ル
タ
地
帯
に
属
し
、
海
に
比
較
的
近
い
と
い
う
地
理
的
な
理
解

が
な
け
れ
ば
書
け
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
六
朝
期
に
は
海
戦
も
含
め
た
大
乱
、
孫

恩
の
乱
（
東
晋
末
、
三
九
九
年
）
な
ど
が
あ
っ
た
こ
と
も
想
起
さ
れ
る
。

第
五
段
は
八
句
。
押
韻
箇
所
は
「
土
」
「
苦
」「
浦
」「
五
」「
睹
」。
こ
の
段
も

前
段
に
引
き
続
い
て
老
人
個
人
の
体
験
談
。
内
容
的
に
は
前
段
と
含
め
て
一
段
落

と
し
て
よ
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
前
段
が
帰
還
ま
で
、
こ
の
段
が
帰
還
後
の
生
活

と
す
れ
ば
、
一
応
区
切
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
か
つ
て
の
貴
族
が
一
介
の
庶
民

に
落
ち
ぶ
れ
、
木
こ
り
や
日
雇
い
農
民
の
よ
う
な
生
活
を
送
る
。
し
か
も
親
類
縁

者
も
な
く
わ
び
し
い
独
り
身
の
日
々
。
注
目
す
べ
き
は
「
歴
陽
山
」「
新
林
浦
」
と

い
う
二
つ
の
地
名
。
い
ず
れ
も
金
陵
付
近
で
あ
る
が
「
歴
陽
山
」
は
あ
の
巨
大
な

長
江
を
舟
で
渡
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た「
新
林
浦
」

は
金
陵
郊
外
の
長
江
の
ほ
と
り
、
六
朝
貴
族
ら
が
金
陵
を
旅
立
つ
際
、
あ
る
い
は

帰
京
す
る
際
に
一
泊
し
た
ほ
ど
の
距
離
が
あ
る
。
金
陵
か
ら
は
お
よ
そ
一
〇
キ
ロ

あ
ま
り
、
徒
歩
で
行
く
と
す
れ
ば
か
な
り
き
つ
い
行
程
と
な
る
。
李
白
が
「
登
金

陵
鳳
凰
台
」
に
お
い
て
「
三
山
半
落
青
天
外
」
と
う
た
っ
た
「
三
山
」
の
す
ぐ
近

く
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
相
当
の
土
地
勘
が
な
け
れ
ば
出
て
こ
な
い
地
名
で
あ

り
、
崔
顥
の
金
陵
に
対
す
る
知
識
の
深
さ
が
う
か
が
え
る
部
分
で
あ
る
。
こ
の
段

の
最
後
の
二
句
「
少
年
欲
知
老
人
歳
、
豈
知
今
年
一
百
五
」
は
老
人
の
話
が
い
っ

た
ん
終
わ
っ
て
、
地
の
文
に
な
る
。
こ
こ
で
一
呼
吸
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
最

終
段
落
の
老
人
の
言
葉
が
一
層
際
立
つ
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
こ
の

老
人
の
年
齢
が
読
者
に
対
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
百
五

歳
と
は
な
ん
と
も
長
寿
で
あ
る
。
こ
の
作
品
が
あ
く
ま
で
崔
顥
の
創
作
し
た
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
、
あ
る
い
は
こ
の
地
で
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
た
口
碑
・
伝
承
を
崔
顥
が

詩
に
し
た
と
考
え
れ
ば
よ
い
わ
け
で
あ
る
が
（
あ
る
い
は
こ
の
作
品
を
崔
顥
の
作

で
な
い
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
）、
仮
に
こ
の
年
齢
で
西
暦
五
八
九
年
の
陳
朝
滅

亡
後
か
ら
計
算
し
て
み
る
と
、
当
時
老
人
が
五
歳
前
後
だ
っ
た
と
し
て
も
、
六
九

〇
年
前
後
と
な
る
。
崔
顥
の
生
没
年
が
七
〇
四
年
頃
（
譚
優
学
『
唐
詩
人
行
年
考
』

「
崔
顥
年
表
」
は
六
九
四
年
と
す
る
）
か
ら
七
五
四
年
（『
旧
唐
書
』「
文
苑
伝
・

下
」
に
「
天
宝
十
三
年
卒
」
と
あ
る
）
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
齟
齬
が
生
じ
る
。

そ
こ
で
譚
優
学
（
前
掲
書
）
は
こ
の
「
一
百
五
」
を
百
五
十
歳
と
考
え
る
こ
と
も

可
能
と
し
て
論
を
進
め
て
い
る
（
ち
な
み
に
本
書
で
は
こ
の
作
品
を
開
元
十
五
年

〔
七
二
七
〕、
崔
顥
三
四
歳
の
作
と
す
る
）
が
、
老
人
、
崔
顥
の
年
齢
、
ど
ち
ら
を

調
整
す
る
に
せ
よ
、
か
な
り
無
理
が
あ
ろ
う
。

さ
て
最
後
の
第
六
段
四
句
。
押
韻
箇
所
は
「
時
」「
欺
」「
悲
」。
老
人
は
「
人

生
貴
賤
各
有
時
」
と
、
教
訓
め
い
た
言
葉
も
漏
ら
す
が
、
最
後
に
は
「
令
人
悲
」

と
深
い
哀
愁
の
言
葉
で
も
っ
て
長
い
談
話
を
完
結
さ
せ
る
。

老
い
さ
ら
ば
え
た
老
人
が
血
気
盛
ん
な
若
者
に
対
し
て
語
り
掛
け
る
と
い
う
形

式
は
劉
希
夷
「
代
悲
白
頭
翁
」
を
は
じ
め
と
す
る
初
唐
以
来
の
伝
統
を
踏
ま
え
て

い
る
が
、
こ
の
作
品
の
新
し
さ
は
、
老
人
が
天
下
太
平
の
時
代
に
、
戦
争
を
知
ら
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な
い
若
者
に
対
し
て
過
去
の
恐
ろ
し
い
戦
争
体
験
を
語
る
と
い
う
形
を
取
っ
て
い

る
こ
と
に
あ
ろ
う
。
戦
争
体
験
者
が
会
話
形
式
で
戦
争
を
語
る
と
い
う
こ
と
自
体

は
『
詩
経
』「
陟
�
」
な
ど
最
古
の
詩
集
に
も
登
場
す
る
し
、
あ
る
い
は
漢
魏
六

朝
時
代
に
お
い
て
も
、
た
と
え
ば
陳
琳
「
飲
馬
長
城
窟
行
」
に
お
い
て
夫
婦
の
対

話
を
通
し
て
、
出
征
兵
士
が
そ
の
苦
し
み
を
述
べ
る
な
ど
、
兵
士
の
語
り
に
よ
っ

て
戦
争
が
描
か
れ
る
こ
と
は
多
い
（
と
り
わ
け
楽
府
体
詩
）。
し
か
し
こ
の
作
品

の
よ
う
に
、
①
歴
史
上
の
著
名
人
で
な
く
一
般
の
庶
民
の
語
り
、
②
過
去
の
戦
争

体
験
者
か
ら
戦
争
未
体
験
者
へ
の
語
り
、
②
王
朝
の
興
亡
に
関
わ
る
悲
惨
な
大
戦

争
が
題
材
、
と
整
理
し
て
み
た
時
、
こ
れ
ら
三
点
を
全
て
カ
バ
ー
す
る
作
品
と
な

る
と
、
盛
唐
の
中
頃
か
ら
中
唐
以
降
を
待
た
な
け
れ
ば
登
場
し
な
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
杜
甫
の
「
兵
車
行
」、
あ
る
い
は
白
居
易
の
「
新
豊
折
臂
翁
」

や
韋
莊
「
秦
婦
吟
」
な
ど
が
そ
の
例
と
し
て
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
意
味
で
こ
の

作
品
は
こ
う
い
っ
た
作
品
群
の
先
蹤
を
な
す
も
の
と
し
て
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ

う
。

四
、
小
結
～
「
詩
跡
」
活
用
の
叙
事
詩
と
し
て

す
で
に
前
節
ま
で
に
触
れ
て
き
た
よ
う
に
、
こ
の
作
品
が
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
に
富

む
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
地
名
を
極
め
て
有
効
に
用
い
て
お
り
、
崔
顥
が
現
地
の

人
間
並
み
に
土
地
勘
を
持
っ
て
い
た
と
想
像
で
き
る
こ
と
に
あ
る
。
詩
中
に
登
場

す
る
「
江
南
」「
青
溪
」「
建
康
城
」「
歴
陽
山
」「
新
林
浦
」
と
い
っ
た
詩
的
名
所

（「
詩
跡
」）
と
も
な
っ
て
い
る
地
名
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
準
ず
る
「
南
山
」「
御
苑
」

「
北
宮
」「
紫
宸
」「
未
央
闕
」「
衢
路
」「
海
辺
」「
五
城
宅
」「
青
谿
田
」
と
い
っ

た
金
陵
と
い
う
都
市
を
理
解
し
て
い
な
い
と
思
い
つ
か
な
い
土
地
表
現
な
ど
が
こ

れ
に
当
た
る
。
こ
れ
ら
の
語
彙
に
支
え
ら
れ
て
い
れ
ば
こ
そ
、
こ
の
詩
は
叙
事
詩

と
し
て
現
実
味
を
帯
び
て
く
る
の
で
あ
る
。
す
で
に
拙
論
「
隋
末
唐
初
に
お
け
る

金
陵
と
文
学
～
「
王
気
」
の
帰
趨
を
め
ぐ
っ
て
」（『
愛
知
淑
徳
大
学
国
語
国
文
』

第
三
二
号
、
二
〇
〇
九
年
）
に
お
い
て
指
摘
し
た
よ
う
に
、
北
朝
系
の
隋
唐
王
朝

は
南
朝
系
の
都
で
あ
っ
た
金
陵
を
危
険
視
し
、
統
一
後
は
こ
の
都
市
を
一
介
の

「
県
」
と
し
て
貶
め
て
き
た
。
ま
た
、
詩
人
た
ち
も
金
陵
を
描
く
こ
と
を
自
主
規

制
的
に
避
け
て
き
た
節
が
あ
る
。
ま
し
て
南
朝
滅
亡
を
同
情
的
に
、
あ
る
い
は
陰

惨
に
描
く
こ
と
は
、
隋
唐
王
朝
の
正
当
性
を
否
定
す
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な

い
。
お
そ
ら
く
こ
う
い
っ
た
理
由
か
ら
、
金
陵
は
詠
史
詩
・
懐
古
詩
の
絶
好
の
素

材
で
あ
る
は
ず
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
作
品
数
は
唐
初
か
ら
の
百
年
間
に
は
非

常
に
少
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
滅
亡
か
ら
い
ま
や
百
年
以
上
、
し
か
も
基
本
的

に
は
天
下
太
平
で
あ
っ
た
玄
宗
朝
開
元
期
（
あ
る
い
は
続
く
天
宝
期
前
半
も
含
め

て
）
に
到
っ
て
、
よ
う
や
く
金
陵
関
係
の
作
品
は
増
え
始
め
て
く
る
。
そ
の
際
、

画
期
的
な
役
割
を
果
た
し
た
の
は
む
ろ
ん
李
白
で
あ
る
が
、
同
じ
く
こ
の
時
期
に

崔
顥
の
こ
の
よ
う
な
作
品
も
登
場
し
て
き
た
と
言
う
こ
と
を
こ
こ
で
改
め
て
強
調

し
て
お
き
た
い
。
確
か
に
こ
の
作
品
は
、
詳
細
に
見
て
み
る
と
、
六
朝
諸
王
朝
に

対
し
て
も
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
滅
ぼ
し
た
隋
王
朝
に
対
し
て
も
、
ほ
と
ん
ど
全
く

諷
刺
や
批
判
を
行
っ
て
い
な
い
。
崔
顥
自
身
が
自
重
し
た
と
い
う
可
能
性
も
あ
る

が
、
こ
の
あ
た
り
が
こ
の
時
代
の
限
界
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
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